
要約

農工食連携で個性的なりんご新品種のデビュー作戦

生食・加工両用の「あおり24」と「あおり25」をモデルに、民間と研究部
門間との連携により、生産技術の確立、加工商品の開発、流通販売ルートの開
拓に同時に取組み、ブランド化の方法を探りました。 

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

写真１ 左「あおり２４」、右「あおり２５」

写真２ 生産研究会の様子、試作品
の一部、プレデビューイベントの様子

鮮やかな緑色が印象的な「あおり24」と、病害
に強い「あおり25」を育成しました。量産品種向
けの市場では普及が難しい個性的な新品種につい
て、普及とブランド化の方法を探ります。 

・「あおり24」生産･利用研究会会員が生産した果
実を、首都圏の高級スーパーや大阪の製菓店に販
売し、好評を得ています。さらに会員、生産量、
販路の拡大を図っています。

・「あおり25」は、減農薬栽培モデル園での試験栽
培を継続して、市場性を探ります。

・「生産」「加工・利用」「流通・販売」の３つの研
究会を組織し、良品安定生産の基盤づくり、品種
特性を生かした加工商品の開発、需給のマッチン
グ方法や有効な販売ルートの調査に取組みまし
た。

・農林、工業、食品加工部門の研究所、約30名の
生産者、普及指導員、苗木業者、パティシエ、シェ
フ、加工業者、流通・販売者等が参加しました。

・品質安定化のために、収穫指標や品質基準を設定
し、一元集出荷の拠点を確保しました。

・シードルなど30品余りを試作し、「青りんごグミ」
を商品化、アップルパイを試験販売しました。

・アンケート調査等から、生果･加工両輪での販売
が可能で、専門店やネット､イベント等の販路が
有望と判断しました。

・「あおり２４」生産･利用研究会は商標「はつ恋ぐりん」を取得し､平成26年産から使用します。
また､「あおり２４栽培マニュアル」を(公財)中央果実協会の補助事業を利用して作成しました。
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要約

海藻養殖用ロープの巻き上げ装置で腰への負担軽減

海藻が付着したロープを海中から引き上げる作業を軽減させるために、
腰に負担のかからない小型巻き上げ装置を製作しました。

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

写真３ 昆布が付着したロープを巻き上げて
棒に引っかけた状態

本試作装置は以下の市販部品を用いた手作りです。
(1)ミニマックスプルウインチ：PM-200型（マックスプル工業製）
(2)ロープ止め（J型フック）：TRJ-S620（トラスコ中山製）を加工し3本溶接
(3)手動ウインチ用スチールワイヤ：直径4ｍｍ 長さ5m WWS4-5（トラスコ中山製）
(4)固定治具：厚さ3㎜のステンレス鋼板を切断、曲げ加工、溶接

写真２ 強化したフック写真１ 巻き上げ装置

棒

フック
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高齢化した漁師にとって、海藻が付着し
たロープを船上に引き上げる作業は、腰等
に負担がかかります。そこで、小型漁船に
搭載可能で、作業負荷が少なく、電力を使
わず、簡便、安全かつ経済的な、効率的海
藻収穫手法および装置の製作に取り組みま
した。

・手巻きで、逆回転防止用ストッパをつけ、
ロープを引っかけるフックはJ型のステ
ンレス棒を3本溶接して強化しました。

・試作品で試験したところ、漁師から「負
担が非常に少なくなった」とのコメント
をいただきました。

・腰に不安を抱える漁師の負担軽減に利用
が期待されます。

・製品化を希望する企業へ技術移転が可能
です。
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